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遡上可能区間の割合は 94％（平成元年度）で四国第 1位、全国第 6位です。藻類収穫量が全国第 1位で、アユ
漁獲高も河川延長 1kmあたりの漁獲量が全国第 1位です。天然アユ、ウナギ、エビ、カニなどの味覚に出会え、
日 本の河川では珍しい専業の川漁師もいます」と書かれている。四万十川の鮎の産卵場に近い下流基準点(具
道)で観測されている水質指標の BOD（生物化学的酸素要求量）は 0.8 mg/l と、測定限界に近い清冽さを有し
ているにもかかわらず、流域住民のなかには、“川が汚くなってきている”との印象を伝えている方もおられ
















                












梼原町が起点の“流域越えの道”である。今年、5月 30日（日）に 10周年を迎える四万十・流域圏学会の 10
周年記念大会を龍馬の縁の地である“梼原町”で開催する。ご案内は本号の巻末の“おしらせ”に掲載されて
いるので、是非ともご参照上、今年５月の記念大会にご参加いただければ幸甚である。第 10周年記念大会は、
龍馬の地である土佐の高知という一地方から日本のみならず世界をみつめた新たな「流域圏学会」への一歩を
踏み出す転機になることを願っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
